
奈良t国立文化財研究所概要

1970年 11月



所在地 奈良市春日野ΠJ50番地

TEL,o742(22)0474～ 6



平城宮跡発掘調査部(平城官資料館)全景

,||:|

奈 良 市 佐 紀 町

TEL,o742(33)4821～ 3

整備の進む平城官跡



‰

平城官資料館 前景

がIⅧ

Ⅷ
衰 ■ヽ■■■■■―■■|●■ ||ずピ�逹i1終

|

平 城 官 跡 覆 屋



覆屋内部 (蜂積遺構)

資 料 館 展 示 室

資 料 館 収 蔵 庫



σ 駕

犠

庁
舎

位
置

図

;邸
朔

４
構

平 城 宮 跡
立 穐 Ｅ 籟 埋

ど 豊
起
埜警

む
奈 ミ
線



運 営 の 特 色

設立の主旨は奈良を中心とする諸々の文化財の調査研究 (南都七大寺や平城

宮跡の研究等)にある。組織的には、無形文化財、天然記念物、民俗資料を除

く有形文化財の調査研究を行なうため、 3研究室ならびに 1部 7調 査 室 が あ

る。

とくに昭和 38年度から発足した、平城宮跡発掘調査部による特別史跡平城

宮跡の発掘調査は、当研究所の研究事業の中心をなしており、昭和 44年度よ

りは飛鳥藤原宮跡の発掘調査にも従事している。

その他、建造物の修理や指定のための調査、埋蔵文化財の発掘調査、美術工

芸関係あるいは名勝 (庭園)、 史跡の指定のたらの調査を行ない、文化庁の文

化財保護都各課と密接な連繋を保ち、文化財保護行政に役立つ研究を行なって

おり、さらに「平城宮資料館」や「平城宮跡覆屋」を一般に公開して文化財の

知識普及に役立てている。

また、研究調査方法においては、写真測量の技術や冷凍真空乾燥機による遺

物保存法、ンフテ ックス光線による絵画撮影などを導入するなど、科学技術的

分野を開妬しつつある。
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沿     革

昭和26年 10月 6日  奈良文化財研究所設置準備規程 (文化財保護委員会裁定第

11号)に より設置準備会発足

昭和27年 4月 1日  奈良文化財研究所発足 (奈良市春日野町50番地)

昭和28年 5月 15日  開所式

昭和29年 6月 29日 奈良国立文化財研究所となる

昭和35年 10月 15日 平城宮跡発掘調査事務所開所 (奈良市佐紀町)

昭和36年 9月 15日  庶務室は庶務課となる

昭和38年 4月 10日  平城宮跡発掘調査部が設けられる

昭和39年 3月 12日  同_ti調査部に第 1～第 3調査室、保存整理案、史料調査室

を置く

昭和40年 3月 31日  同上調査部に第 4調査室を置 く

昭和43年 6月 15日 文化庁附属機関となる

昭和45年 4月 17日 平城宮跡発掘調査部の組織を考古第 1～考吉第 3調査室、

遺構調査室、計測修景調査室、史料調査室、飛鳥藤原宮跡

調査室と改める
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事 務 分 掌

(庶務課)

。職員の人事に関する事務を処理すること

。職員の福利、厚生に関する事務を処理すること

。公文書類の接受および公印の管守その他庶務に関すること   
｀

O経費および収入の予算、決算その他会計に関する事務を処理すること

。行政財産および物品の管理に関する事務を処理すること

。平城宮跡の遺構および遺物の保全のための瞥備に関すること

。庁内の取締りに関すること

。前各号に掲げるもののほか、他の所掌に属しない事務を処理すること

(美術工芸研究室)

。絵画、彫刻、工芸品、書跡その他建造物以外の有形文化財および工芸技術に

関する調査研究 を行ない、ならびにその結果の公表を行なう

(建造物研究室)

。7//t造物に関する調査研究を行ない、ならびにその結果の公表を行なう

(歴史研究室)

。考古および史跡に関する調査研究を行ない、ならびにその結果の公表を行な

う

(平城宮跡発掘調査部)

。飛鳥藤原宮跡調査室を除 く各室においては、平城宮跡に関し、その発掘を行
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なうほか、次の事務を処理する

。考古第一調査室は木器 。金属器等の、考古第二調査室は土器等の、考古第二

調査室は瓦等の保存整理および調査研究ならびにこれらの結果の公表を行な

つ

。遺構調査室においては、遺構の保存整理および調査研究ならびに、これらの

結果の公表を行なう

。計測修景調査室においては、遺構の計測および修景ならびに、これらに関す

る調査研究ならびに、これらの結果の公表を行なう

。史料調査室においては、木簡の保存整理および調査研究、史料の収集および

調査研究ならびに、こたらの結果の公表を行なう

。飛鳥藤原宮跡調査室においては、飛鳥藤原宮跡の発掘、遺構および遺物の保

存整理および調査研究ならびにこれらの結果の公表を行なう
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(単位千円)

度
和
年

昭
４０ 41年 度 42年 度 43年 度 44年 度 45年 度

立文化財研

事 業 管 理 2,242

一 般 研 7,271 9,389 1   10,400 12,244

宮
調

城
掘

57,143 64,486 59,8401 71,331

お

平城官跡整備管理 66,819

設備整備および加
設施工事務費

56,442 1  129,575

施 設 整 備 費 21,106

そ  の  他

人  件  欝 38,652 53,203 1   63,130

計 105,294 116,231 121,877 吼 説312お 嗣 257,105

予 算 (昭和40年度～昭和45年度)

(注.人件費の40～44年度は決算額.45年度は予算額)

科 学 研 究 費          (単 位千円)

度
和
年

昭
４０ 44年 度 45年 度

|

総 合 研 究
|

究

究
|

各 個 研 究 414

1,500

20,280

奨 励 研 究



建 物 概 要

(1)木 館 庁 舎 ( )は取得年月日

物
号 名 和ヽ 種 目・ 構 造 建 築 年 月 日

1 本 館
事 務 所 建
木 造 ・ 三 階

714rnツ

946
り]35.  3. 25

(昭29,1._26)

2 整 理 室
建
家

所
平

務
造

事
木

204
204

大
昭

1.一

1.26)

3 倉 庫 具造呼平晏
３９

一３９
昭 8,3.―

(昭29.1,26)

〃

19

19 ( )

5 物 置
建
家平

屋

・北連

雑
木

26
26 ( )

6 渡  廊  下 雑  屋  建
大  準 ・ 平 穿 23 町目29.  3. 24

7 書 庫
倉庫建・鉄筋コン
クリート・平 家

・０

一・０

１

一
１

8 宿 直  室
建
蒙平

屋

。
巻

雑
大

56

56
R/g31. 10. 20

9 車 庫
倉庫建 。コンクリー
トブロック・平  家

２〇

一２０ 日目34, 12. 21

計
1,211

土 地 5,126

(三 階 )

髄

―
洲
憔
―
Ｉ
Ｔ
Ｉ
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(鋤 平城宮跡発掘調査部

名 称 種 目 ・ 構 造
延 面 積
建 面 積 建 築 年 月 日

遺物保存倉庫 倉庫建・ブロック
200.00rn2
200.00 町目43.  3. 30

72.00
72.00

覆 屋 蜘一蜘
41.  3. 28

渡 り 廊 下 雑屋建  ″
60.00
60.00

覆 屋 倉摩建  ″

展 示  室
240.00
240.00 42.  6. 30

収  蔵  庫
Z,450.1も

1,552.82
44.  3. 29

覆    屋
384.00
384.00

43.  3. 30

″ ″      ″
359,78
359.78

44,  3. 31

展示室および
研  究  室

言十

事務所建 ″

中一・，９４３．３．一中一５，７６３．９．

45,  3. 29

県道谷田～奈良線

(西部地区)

匡
―

脚

(東部地区)
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HH

(1)自  動  車

普通乗合自動車

乗 用 自 動 車

貨 物 自 動 車

軽 四輸 自動車

原動機付自転章

特殊自動車 (ト ラクター他)

計

俗)研 究 資 料

図    書

地     図

写    真

復原模型 (朱雀門ほか)

13)器  材  類

地上写真測量機

広角実体測定装置 (図イヒ機)

冷床真空乾燥機     `

万能経緯儀 (フ イルドTI型 )

トランジット (AG工型)他

レベル (タ イル ドNI型)他

万能製図機 (ド ラフターMVl10)

落射立体顕微鏡

実 体 顕 微 鏡

等備

1台

1〃

4″

1″

4″

2″

13〃

20,0宵冊

157部

61,724点

16基

2台

一式

1台

2台

7台

8台

12台

1台

1台
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ソ フテ ック ス

マイタロ写真撮影1機

マイタロ自動現像機

マイクロプリンター

マイクロ ,一 ダー

16ミ
'撮

影機

16ミ )映写機

自動乾爆機 (FCI型 )

フイルム乾燥機

複写機 (コユファックスA4)

複写機 (コエフ ァックスB4)

計  算  機

アップ ラ イ ト

変 電 装 置

ボ イ ラ ー

ふ イ ス ト

プル ドー ヂー

ベル トコンベャー

インパク トローラー

革  刈  機

2台

3台

1台

1台

1台

1台

1台

2台

1台

1台

1台

S台

1台

一式

1台

2台

1台

70台

1台

5台
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普 及 事 業

(1)公 開 講 演 会

第 1回 平城宮跡発掘建築遺         昭和

跡について      浅野  清  29。 4124 於 本 所 講 堂

平城宮跡発掘出土遺

物について      釣田 正哉

平城宮跡出土遺物と

大陸文化との関連   小泉 顕夫

第 2回 仏師運慶について   小林  剛  29。 5。 15 於 本 所 講 堂

修学院離宮建築およ

び庭園の復原的研究  森   瀧

第 3回 大安寺および薬師寺

の発掘        渋野  清  29。 11.13 於 本 所 講 堂

同出土遺物について  田中 一郎

奈良高校校庭に於け

る遺跡について    鈴木 嘉吉

第 4回 俊乗坊重源の事蹟に

ついて      小林  岡1 30.5.21於 本 所 講 堂

「南無阿弥陀仏作善

集」について     田沢  坦

天竺様建築について  鈴木 嘉吉

第 5回 西大寺(美術工芸)調査報告講演会

興正菩薩叡尊の胎内

文書について     小林  岡1  30.10。 15 於 西 大 寺

舎利塔について    守田 公夫

絵画について     浜田  隆

第 6回 平城官跡、興福寺発掘調査報告講演会

興福寺食堂の発掘経過 浅野  清  30。 11.16 於 本 所 講 堂

― - 11 -―



興福寺食堂遺跡につ

いて         杉山 信三

平城宮跡の発掘につ

いて         坪井 清足

第 7回 院政時代の寺院建築  杉山 信三  31.5.18 於 本 所 講 堂

叡尊の舎利塔について 守田 公夫

西大寺塔址発掘調査

報告         坪井 清足

第 8回 元興寺極楽坊調査報告

板絵に関する一考察  浜田  隆  31.10。 20 於元興寺極楽坊

本堂について     鈴木 嘉吉

聖徳太子について   小林  岡1

第 9回 開所五周年記念講演会

飛′亀寺の歴史    月球  剛  32.3.23尖
犀 越甕 望

飛鳥寺の建築     浅野  清

飛鳥寺の発掘     坪井 清足

映画「桂離宮」解説  森   触

第10回 安進時顕施入の法華

寺一切経について   田中  稔  32.7.5 於 本 所 講 堂

光学的方法による元

興寺極楽坊彩色印仏

の研究       浜田  隆

東大寺指図堂釈迦如

来(善円作)を中心と

して         田沢  坦

第11回 飛鳥寺塔址の発掘調査 坪井 清足  33.5。 24 於 本 所 講 堂

川原寺の第一次発掘

調査        鈴木 嘉吉
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中世庭園文化と大乗

院ならびに一乗院   森   蘊

a12回 奈RJl陳 寺の発掘調査 坪井 清足 譴 .駐拠
会 長ギ 殺

聞
管

興福院の「ぶ くさ」

について       守田 公夫

京都国際文化会館建

設予定地(尊勝寺ld)

の調査       杉山 信三

第13回 仁和寺の古文書調査

について       田中  稔  34.5。 16 於 本 所 講 堂

南都諸寺の吉図につ

いて          小林  剛

第14回 最近の平城宮跡発掘

調査について     工藤 圭章  35,6.4 於 本 所 講 堂

手向山神社宝物につ

いて         守田 公夫

第15回 叡尊研究の一班    小林  岡1  36.5。 13 於 本 所 講 堂

平安時代末の院家建築 杉山 信三

平域宮跡出上の木簡  田中  稔

第16回 平城宮跡発掘調査報告 粧本亀治郎  36.11.7 於 本 所 講 堂

坪井 清足

第17回  10周年記念講演会

南都諸大寺旧境内の

立地的考祭      森   蘊  37.6.2 於 本 所 講 堂

平城雪の官衡建物に

ついて        工藤 圭章

法隆寺中門金岡↓力士

像の実測調査につい

て          長谷川 誠
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第 18回 西寺跡の調査と平安

京の条坊       杉山 信三  38.5.25 於 本 所 講 堂

平城宮跡の出土遺物  田中  琢

仁王会本尊図の展開

について       清野 智海

第19回 大安寺発掘調査報告  杉山 信三  38。 11.2 於 本 所 講 堂

西大寺弥勒菩薩坐像

について       長谷川 誠

平城宮跡出上の木簡

について       狩野  久

第20回 昭和38年度における

平城宮の調査     沢村  仁  39.5,16 於 本 所 講 堂

文化財と写真測量   牛川 喜幸

第21回 天平の木画師について 平田  寛  39。 11.7 於 木 所 講 堂

秋篠寺の寺地と建築

について       鈴木  充

最近の平城宮跡の発

掘調査について    河原 純之

第22回 名物裂とその背景に

ついて        守田 公夫  40.5。 22 於 本 所 講 堂

大化薄葬制について

の一考察       横山 浩一

奈良市街の変遷につ

いて         工藤 圭章

第23回 小堀遠州の芸術につ

いて       森   蘊  41.5.28於 本 所 講 堂

古代における水田の

開発         八賀  晋

第24回 中世和様建築の意匠に

ついて        伊藤 延男  42.5.27 於 本 所 講 堂

―- 14 -―



仏師康円について   長谷川 誠

第25回 中世における証文保

管の一例       田中  稔  43.5。 25 於 本 所 講 堂

弥生式文化と銅鐸   佐原  真

第26回 平城宮跡発掘調査10

ケ年の成果      坪井 清足  44.6.7 於 本 所 講 堂

沢村  仁

狩野  久

第27回  デンマーク ●イギリ

スの遺跡とその保存

整備         田中  琢  45.5.30 於平城官資料館

近畿地方を中心とす

る民家研究の現状   宮沢 智士

第28回 文化財保護法施行20周年記念一仏教文化史研究一

大仏背後の山     伊藤 延男  45。 10.31 於 本 所 講 堂

七大寺巡礼私記と十

五大寺 日記      田中  稔

南都の高僧画像    平田  寛

十一面観音像考    松下 隆章  45。 11.7

薬師寺講堂三尊像の

原所在についての検討 長谷川 誠

密教の鎮壇具     森  郁夫

(餅 退官記念講演会

第 1回 楽浪・ 帯方郡 と倭国

との関係―邪馬台国

の問題にちなんで一  柾本亀治郎  41。 4.23 於 本 所 講 堂

第 2回 東大寺四至山堺図に

ついて      森   蘊  42.4。 17於 本 所 講 堂

第 3回 京の大寺について   杉山 信三  43.4.20 於 本 所 講 堂
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倒 現 地 説 明 会

第 1回 平城宮跡発掘調査現地報告会

第 2回 飛鳥寺第一次発掘調査現地報告会

第 3回 飛鳥寺第二次発掘調査現地報告会

第 4回 飛鳥寺第二次発掘調査現地報告会

第 5回 川原寺第一次発掘調査現地報告会

第 6回 川原寺第二次発掘調査現地報告会

第 7回 平城宮跡発掘調査現地報告会

第 8回    〃

第 9回    ″

第10回 平城宮跡第 8次発加調査報告会

第11回 平城宮跡第10次発掘調査報告会

第12回 平城キイ跡第12・ 13次発掘調査現地報

告会

第13回 平城宮跡発掘調査 (朱雀門跡およ

び第二次内裏北辺)報告会

第 14回 平城官跡第21・ 22次発掘調査報告会

第15回 平城宮跡出上の木簡について

平城宮跡第22・ 26・ 27次発掘調査に

ついて

第 4回 名物裂の成立 守田 公夫 45.5。 9於 本 所 講 堂

30. 8。 20

31. 5。 26

31.12.22

32. 7。 27

32.12.21

33.12.20

34. 9,26

35. 8,27

35.12.16

37. 6.16

37. 9.15

坪井 清足

工藤 圭章

坪井 清足

工藤 圭章

沢村  仁

沢村  仁

田中  琢

岡田 I茂弘

本村 豪章

鈴木  充

八賀  晋

横田 拓実

工楽 善通

佐原  真

38. 9。 14

39. 9. 5

40。  2。 13

40。 11. 6
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第16回 平城宮跡第32次発掘調査について    河原 純之  41.3.1

第17回 最近の平城宮跡発掘調査について    横田 義章  41.11.5

出土木簡について           鬼頭 清明

現地説明 (第36次発掘調査)      栗原 和彦

第18回 第36・ 38次平城宮跡発掘調査結果に

ついて                松下 正司  42.3.25

第39次発掘調査について        森  郁夫

現地説明 (第39次発掘調査)        同

第19回 第37・ 40次平城宮跡発掘調査の成果   佐藤 興治  42.11,11

第41次調査の成果           阿部 義平

現地説明 (第41・ 43次調査)      町日  章

第20回 平城宮東南隅調査 (第44次 )の成果   小笠原好彦  43.3.2

平城宮東域出上の木簡         加藤  優

第21回 東朝集殿跡の調査           西谷  正  43.8.10

朝集殿の建築について         宮沢 智士

第22回 飛鳥小治田宮跡推定地発掘調査

現地説明会              木下 工史  45。 9。 12

第23回 平城宮第一次内裏地域発掘調査

現地説明会              宮本長二郎  45。 9。 26

(4)そ の 他 の 催し

〔展示協力〕

茶良国立文化財研究所10周年記    37.10。 16  於東京日本橋高島屋

念「奈良国宝展」          ～10。 28

-平城宮跡発掘品も展観―

(奈良隣山会、日本経済新聞社主催)

〔後  援〕

平城宮発掘展           41.10.29  於 島根 県立 博物館

(島根県教委、日本経済新聞社共催) ～■.13
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〔展示協力〕

平 城 宮 展           44.1.4  於東京小田急百貨店

(朝 日新聞社主催、文化庁後援) ,～ 1.28

同   上            44。 2.7  於大阪近鉄阿倍野

～2.12         百貨店

同   上            44.4.18  於近鉄四日市百貨店

～4.23

〔主  催〕

平城宮跡覆屋一般公開

(発掘調査出土品展観 )

〔主  催〕

平城宮跡覆屋一般公開

(発掘調査出土品展観 )

44.11.1 於 平 域 宮 跡

～11.3

44.10。 22 於 平 城 宮 跡

～11.5

〔主  催〕

文化財保護法施行20周年記念     45.10。 20  於 平 城 宮 跡

平城宮跡資料館、覆屋特別公開    ～11.8

-遺構 。出土品・ 模型等展観―
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研 究 成 果

奈良国立文化財研究所学報

劉
一期

川原寺発掘調査報告

平城宮跡、伝飛鳥板蓋宮跡
尊勝寺跡発掘調査報告

院の御所と御堂 (院家建築の研究)

巧匠安阿弥陀仏快慶

寝殿造系庭園の立地的考察

唐招提寺蔵  「 レース」と「金亀舎
利塔」に関する研究

平城官発掘調査報告 H
一官衡地域の調査一

平城宮発掘調査
墾寓裏地域の調査一

平城官発掘調
全響寓地鉄の調査2-

概本、坪井、日中(稔 )、

第 1冊

第 2冊

仏師運慶の研究

修学院離官の復原的研究

第 3冊
1文

化史論叢

第 4冊 1奈良時代僧房の研究

第 5冊
1飛

鳥寺発掘調査報告

第 6冊 1中世庭園文化史

興福寺食堂発掘調査報告

浅野 清、鈴木嘉苦

坪井清足、鈴木嘉吉

文化史論叢 二 小林 剛、守田公夫
浜田 隆、

′
杉山二郎

杉山、坪井、鈴木、日
中 (稔)、 工藤、田中

杉山、坪井、鈴木、工
藤、日中(琢 )、 岡田

杉山信三

工藤、沢村、日中(琢 )、

岡田、狩野、河原



第18冊 小堀遠州の作事 森  蘊

42年度 1第 19冊 藤原氏の氏寺とその院家 杉山信三

型年度 1第 20冊 名物裂の成立 守田公夫

奈良国立文化財研究所史料

昭和29年度 1第 1冊 南無阿弥陀仏作善集 (複製)

第2冊 1西大寺叡尊伝記集成

仁和寺史料 寺誌編一

俊乗坊重源史料集成

平城宮木簡 一

仁和寺史料 寺誌編二 中
藤

田
加 棧

―狩野久

平城官木簡 ―  (解説)

奈良目立文化財研究所年報    1958～ 1970

平城宮第13次発掘調査出土木簡概報

平城宮発掘調査出土木簡概報    0～ l‐9
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